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関 4合、守3｛系 法
省 令 廃止した件 （ 同 151, 1 5 2) 10 ・ 18
0学校教育法施行規則の一部を改正す る 省 0大学 入学に関し文部大臣が個別に指定し
令 （ 文部40 ) 10・24 た専修学校高 等課程についてその名称、を
0盲学校 及 び聾学校の高 等部の学科を定め 変更した件 （ 同 153～ 155) 10 ・ 1 8
る 省令の一部を改正す る 省令 （ 同41) 10・24 0盲学校， 聾学 校 及び養護学校幼稚部教育
0大学 院設置基準の一部を改正す る 省令 要領を定め る 件 （ 同 1 57) 10 ・ 24
（ 同42 ) 1 0 ・ 26 0盲学校， 聾 学 校 及び養護学校小学部 ・ 中
0学位規則の一部を改正す る 省 令（ 同 43) 10 ・ 26 学部学習指導要領の全部を改正す る 件
0学校教育法施行規則の一部を改正す る 省 （ 同 1 58 ) 10 ・ 24
令 （ 同44) 10・26 0盲学校， 聾学校及び養護学校高 等部学習
指導要領の全部を改正す る 件 （ 同 159) 10 ・ 24
� �ユ』、 0 大 学 院及び大 学 の専攻科の入学に関し大
0 外 国において学校教育におけ る 1 2年の課 学を卒業した者と同 等以上の学力があ る
程を修了した者に準ず る 者を指定す る 件 と認められ る 者の指定の一部を改正す る
の一部を改正す る 件 （ 文部149) 10 ・ 18 件 （ 同 160) 10 ・ 26
0大学 入学に関し専修学校高等課程につい o医学又は歯学の大学院研究科又は専攻科
て文部大臣が個別に指定した件 （ 同 150) 10 ・ 18 の 入学に関し大学を卒業した者と同 等以
0大学入学に関し文部大臣が個別に指定し 上の学力があ る と認められ る 者の指定の
た専修学校高等課程についてその課程を 一部を改正す る 件 （ 同161 ) 10 ・ 26
諸 議AQ 玄
平成元年度第5回トリチウム科学センター運営委員会
（持ち回り） ( 10月 1 2日 ）
（審議事項）
(1) 平成 元年度放射線業務従事者の登録について
平成元年度第7回入学試験管理委員会・第7回入学者
選抜方法研究委員会の合同委員会（ 10月 17 日 ）
（審議事項）
(1) 入学者 選抜方法の改善に伴う昭和6 2年度以降の
調査研究事項について
( 2) 平成 2 年度富 山 大学学生募集要項（ 案 ）について
( 3) 平成 3 年度 入学 試験について
平成元年度第9回評議会（ 10月 20 日）
（審議 事項）
( 1) 平 成 2年度 富 山 大学学生募集要項について
( 2) 平成元年 9 月 卒業者の認定について
(3) 転学部について
(4) 平 成 3 年度 入学試験の実施方式 ・ 日 程等につい
て
平成元年度第2回黒田講堂管理運営検討委員会（ 1 0 月
27 日 ）
（議 題）
(1) 黒 田講堂管理運営上の諸問題について
( 2) その他
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平成元年度第4回学寮補導委員会 （ 10 月 30 日 ）
（審議事項）
( 1) 風呂用 温水ボイラー燃料費 の負担割合 に ついて
てつ’h口宿生他験の受そ
報一
ωω 第312号
九百；�
J... .. ............. .......... � ........... ....ーも
V理学部赤羽教授に紫綬褒章
平成元年秋の褒
章で， 本 学理学部
赤羽賢司教授 （ 電
波物理学 ） が， 学
術 ・ 文化 に 功績の
あった 人 に 贈られ
る 紫綬褒章を受章
された。
同教授 は， 一貫
して電波天文学の
奪回園田園田品調圃園田園圃圃略 研究に 心血を 注 が
「望遠鏡作りは， チームの力」
J れ， 特に昭和 57年と謙そんし， 電波天文学の介
野が評価されて嬉しいと語る の 東京大学東京天
赤羽教授 文台野辺 山字宙電
波観測所長時代に， 世界に誇る 大型電 波望遠鏡を
完成きせ る ととも に ， 今 日 の電 波天文学推進の 原
動力と な り ， そ の後継者を育成したことが， こ の
たびの受章となった。
同 教授の略歴 は次のとお り です。
昭 和 26年 3 月 東京大学第 2 工学部物理学
科卒
2 6年 4 月 東 京 大学助手
II 東 京天文台助教授
II 東京天文台教授
II 野辺 山宇宙電 波観
測所長
62年 4 月 富 山 大学理学部教授
理学博士 東京大学名誉教授
36年 7 月
44年 4 月
57年 4 月
平成元年度体育系サークルリーダー
研催会の開催V
講義に聴き入るリーダーら
去 る 10月 3 日 （火）～ 5 日 休）の 日 程て二本学体育会
役員 及び同所属サークルの リ ー ダ－ 60名余 り が一
同に会して本年度体育 系サークル リー ダー研修会
が開催された。
上新川郡大山 町の山野 ス ポー ツ セ ン タ ーを会場
に ， 本学課外活動のあ り 方や問題点に ついて話し
合い， 体育系サークルの今 後の発展と資質の向上
を図 り ， 併せてサ ークル相互の理解と親睦を図 る
ことを 目 的 に 毎 年開催されてい る ものであ る 。
熱心にグループ討議する参加学生
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品拍手 事
平成元年度民間等との共同研究の受入れ
（ 平 成元年10 月 1 日 現在 ）
研究 受入 大学側研究代表者 歳 入
区分 企 業 名 研 究 題 目 受入期間 人数 所属・職・氏名 直接経費受託研究員費 計
元.10. 1 人 工学部教授
円 円 同
A 北陸電気 工 業 側 半導体磁気センサの研 1 1 ,029 ,800 4 12,000 1,44 1,800 究 2. 3 .31 龍 山 智栄
高誘電率セラミック誘 元.10. 1 工学部教授A 北 陸 電気 工 業側 電体を用いたE L表示 1 宮下 和雄 1,030,000 4 12,000 1,442,000 素子の研究 2. 3 .3 1 
側富山村田製作所 圧電セラミックスと金
元.10. 1 工学部教授A 属の界面特性 1 龍 山 智栄 1,030,000 4 12,000 1,442,000 2. 3 .31 
切削 ・研削における潤 元.10. 1 工学部教授A 日 華 化 学 側 滑成分の効果 1 高辻 雄三 6 17,400 4 12,000 1,029,400 2 . 3 .31 
吉 田 工 業 側 ドリリングセンターの 元.10. 1 工学部教授A エル コ ー鮒 適応制御に関する研究 2 高辻 雄三 1,029,600 824,000 1,853,600 2. 3 .31 
酸化物高温超伝導体の 元.10. 1 教養部教授A 北 陸 電 力 側 電流・ 熱流の磁場効果 1 森 克徳 1,647,800 4 12,000 2,059,800 2 3 .31 
各種合成樹脂膜による 元7.1 工学部教授B 白馬プラスチック工業側 気体の透過機構に関す 1 笹倉 寿介 1,648,000 4 12,000 2,060,000 る研究 2 . 3 .31 
アルミ容器の塗膜性能 元.7 1 工学部教授B 武内プレス工業側 分析とその評価 1 宇佐美四郎 824,000 412,000 1,236,000 2 3 .31 
酸化物超伝導体の線材 元7. 1 地域共同研究センターB サ ン エ ツ 金 属附 化に関する研究 1 助教授池野 進 1t030,000 4 12,000 1,442,000 2. 3 .31 
セラミックス薄膜（金 元.7 1 工学部教授B 立 山 科 学 工 業側 属コーテイング用）の 1 宮下 和雄 5 15,000 4 12,000 927,000 研究 2 3 .31 
インノ〈ータを応用した 元7. 1 工学部教授B 側イ チ カ ワ アクティフゃフィjレタに 1 藤 田 宏 721,000 4 12,000 1,133,000 よる波形改善の研究 2. 3 .31 
F Aシステムの対話型 元.7 1 工学部教授B 立 山マシ ン 側 シーケンサーのプログ 1 米 田 政明 2 ,060,000 4 12,000 2,472,000 ラム開発 2. 3 .31 
機能性材料に関する研 完. 7 . 1 工 学部教授B アイシン軽金属糊 究 1 時i畢 貝 6 18,000 4 12,000 1,030,000 2. 3 .31 
液品表示ノfネル用面光 元.7 1 工学部教授B 側アイ テ ック 源の開発 1 女川 博義 2,678,000 4 12,000 3,090,000 2 3 .31 
アルミニウム基複合材 元7. 1 工学部教授B 電気化学 工 業側 料の開発 1 多々 静夫
6 18,000 4 12,000 1,030,000 
2. 3 .31 
コロナ測定器の開発研 元11. 1 工学部教授B 側イ チ カ ワ 究 1 中 谷 秀夫
773,000 412,000 1t185,000 
2. 3 .31 
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研究 企 業 名 受入期間 受入 大学側研究代表者
歳 入
区分 研 究 題 目 人数 所属 ・ 職 ・ 氏名 直接経 費受託研究員費 計
磁気浮上型分子ポンプ 元.11. 1 人 円 円 同
B 側大阪真空機器製作所 のトリチウムによる汚 1 
トリチウム科学センター
50,000 412,000 462,000 
染とその対策 2 . 3 .31 教授 渡辺国 昭
押出形材の寸法精度及び 元.7 1 工学部教授
c 立山アルミニウム工業側 表面品質の向上を目的と 1 時i畢 貢 412,000 
412,000 
した押出用ダイスの開発 2. 3 .31 
元.7 . 1 理学部教授
c 太 平 洋 製鋼鮒 極低温鍛鋼管 の 開発 1 412,000 412,000 
2. 3 .31 佐藤 清雄
計 1 9 件 20 ／／ 17,919,600 8,240,000 26, 159,600 
平成2年度富山大学学生募集要項の発表
本学 は， 平成 2 年度富 山 大学学生募集要項を1 1 月 13 日 開）に発表しました。 そ の 概要 は次 の と お り です。
1 . 募 集 人 員
学部 学科 ・ 課程（ 専攻教科 ） ・コ ー ス 募集 人 員 学部 学科 ・ 課程（ 専攻教科） ・ コー ス 募集 人 員
文学
部
人 人 文 十，，，
ι 科 95 数 ：主子£． 科 43 
三日五口 会寸且」． 文 弓会とZ一． 科 95 理 物 理 品1主主4． 科 4 7  
計 （ 注1 ) 190 化 主寸主主一． 科 43 P寸且 ．ー 
小 学 校 教 員 養 成 課 程 100 生 物 A寸U，ー 干キ 35  
教 中 学 校 教 員 養 成 課 程 部 地 王求 科 学 平ヰ 32 （一 幹｜ 言十 （ 注3 ) 200 理科， 音楽， 美術， 50 育 保 健 体 育， 家 庭 ， 工 業 化 寸且－＇： 科 50 
技術， 英語 工 金 属 工 学 科 43 
養護 学 校 教 員 養 成 課 程 20 寸会且，ー 機 械 工 寸主
且，ー 科 56 
寸ぶ且．ー 
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 30 生 産 機 械 工 学 科 45 
’情
［
報
教
環 鏡
育
情
情
教
報
報
コ
コ
育
ス
ス
課
，
］
程 部 イ七 学 工 ぶ寸旦．ー 科 46 
部 40 （ 注5) 電 子 情 報 工 学 科 132 
言十 240 言十 （ 注4) 3 72 
経 済 学 科 144 
昼間 主 五色 言十 1 ,432 
経 経 営 学科
1 24 
コ ー ス
経 営 法 学 科 102 
済
経 済 学科 20 
ふ寸坦ー， 夜 間主
経 営 学科 20 
部 コ ー ス 経 営 法 学 科 20 
言十 （ 注2 ) 430 
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（注） 1 人文学部の募集 人 員 （ 1 90）に は ， 帰国子女 ・ 社 会 人特別選抜の募集 人 員 （若干名）を含む。
2 経済学部の募集 人 員 （ 430）に は ， 推薦入学の募集 人 員 （ 畳間主コー ス 30名以 内 ， 夜間主コー ス 20名程
度）及び帰国子女 ・ 社会 人特別選抜の募集 人 員 （ 帰国子女特別選抜 ： 昼間主コー ス若干名， 社 会 人特別
選抜 ： 夜間主コー ス 20名程度）を含む。
な お ， 経済学部の「畳間主コー ス 」とは， 主として昼間の 授業を履修するコー ス であ り ， 「夜間主コ
ー ス」とは ， 主として夜間の授業を履修するコ ー ス であるが， 修業年限は ともに 4 年である。
3 理学部 の募集人 員 （ 200）に は， 物理学科の定員一部留保 第 2次募集 人 員 （ 1 2）， 帰国子女特別選抜の募
集人員 （ 全学科とも若干名）及び生物学科 に おける社会 人特別選抜の募集人員 （若干名）を含む。
4 工学部 の募集 人 員 （ 372）に は ， 推薦入学 の募集 人 員 （ 電子情 報工学科 6 名以 内 ， そ の他の学科は 各 2
名以 内）を含む。
5 工学部の学科改組計画について
工学部では， 平成 2年度に現在の工業化学科， 金属工学科， 機械工学科， 生産機械工学科及び化学工
学科を「機械 シ ステム 工学科， 物質工学科及び、化学生物工学科」 に 改組することを計画している。 また，
この改組に 伴って， 募集 人 員 も変更 （ 30名の増員）することを計画している。
この計画は， 関係法令 の制定， 平 成 2年度予算の成 立に よ り 確定するものであるので， 現 在 は 未定で、
ある。 詳細については， 平成2年度政府予算案の決定後（平成2年 1 月頃）に， 「追加募集要項」で発
表する予定であるので， 工学部の該当学科入学志願者は， 新たに 「追加募集要項」を請求し， これを参
照のうえ出願する二と。
2. 出 願 期 間
平成2年1月22日（月）から1月3 1 日制まで。 （期間内必着とする。）
受付は午前9時から午後5時まで。 ただし， 土曜日の午後及び日曜日は受け付けない。
な お ， 郵送の場合， l月 29日 開）以前の発信局消印のある書留速達郵便に 限 り ， 出 願期間後 に 到着しても受理す
る。
3. 検 査 期 日
平成2年3月4日（日）
（ 教育学部小学校 ・ 養護 学校 ・ 幼稚園教 員 養成課程は ， 3 月 4 日 （日） ・ 5 日 （月）の 両 日 行う。）
4. 出 願 要 領
ア 人文学部の出願について
人文学部志願者 は， 学科を指定し， 必ず第2志望まで付して 出願すること。
イ 教育学部 の 出 願 に ついて
教育学部志願者は， 小学校教員養成課程， 中 学校教員 養成課程の専攻教科， 養護学校教員 養成課程， 幼稚園
教員養成課程 又 は 情 報教育 課程を指定して出 願すること。
ただし， 第 2志望を付して 出 願す ることができるが一部制限がある。
（ア） 第 2志望とすることができる課程， 専攻教科は 次 のとお り である。
第l志望の課程（専攻） 第2志望とすることができる課程（専攻）
小学校教員 養成課程
小学校教員養成課程， 養護学校教員養成課程及び幼稚菌教員養成課程相互間の他に
養護学校教員養成課程
国語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語， 社会， 家庭， 英語）
数学で受験する者は， 中学校教員養成課程（数学， 理科， 家庭， 技術）
幼稚園教 員 養 成 課 程
英語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語， 社会， 数学， 理科， 家庭， 技術， 英語）
国語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語， 社会， 英語）相互間， 中学校教員養成課
中学校教 員 養 成 課 程 程（家庭）及び情報教育課程
（国語， 社会， 英語） 英語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語， 社会， 英語）相互間の他に
中学校教員養成課程（数学， 理科， 家庭， 技術）及び情報教育課程
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第l志望の課程（専攻） 第2志望とすることができる課程（専攻）
数学で受験する者は， 中学校教員養成課程（数学， 理科， 技術）相E間， 中学校教員養成課
中 学 校 教 員 養 成 課 程 程（家庭）及び情報教育課程
（数学， 理科， 技術） 英語で受験する者は， 中学校教員養成課程（数学， 理科， 技術）相互間の他に
中学校教員養成課程（国語， 社会， 家庭， 英語）及び情報教育課程
国語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語， 社会， 英語）及び情報教育課程
中学校教員養 成 課 程 数学で受験する者は， 中学校教員養成課程（数学， 理科， 技術）及び情報教育課程
（家 庭） 英語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語， 社会， 数学， 理科， 技術， 英語）及び情
報教育課程
国語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語， 社会， 家庭， 英語）
情 報 教 育 課 程 数学で受験する者は， 中学校教員養成課程（数学， 理科， 家庭， 技術）
英語で受験する者は， 中学校教員養成課程（国語， 社会， 数学， 理科， 家庭， 技術， 英語）
（イ） 中学校教員 養成 課程 （ 音楽， 美術， 保健体育） は ， 第2 志望を付す こと は できない。
ウ 経済学部 の出願 に ついて
経済学部志願者は， 昼 ・ 夜間主コ ー ス 別に 学科を指定し， 必ず第3志望まで付して出願する こと。
（ 注）異なるコースの学科を第2， 第3志望とすることはできない。
エ 理学部の出願 に ついて
理学部志願 者 は， 学科を指定して出願すること 。 第2志望は認めない。
オ 工学部の出願 について
工学部志願 者 は ， 学科を指定して出願すること。 第2志望は認めない。
5. 入学者の選抜方法
入学者の選抜は ， 大学 入試セ ン タ ー試験， 本学の個別学力検査等， 調査書及び健康診断を総合して行 う。
ただし， 経済学部「夜間主コー ス 」 入学 者 の一般選抜は， 大学入試セ ン タ 一試験， 調査書及び健康診断を総合
してf子 う。
(1) 2 段階選抜に ついて
ア 2 段階選抜 は ， 原則と して行わない方針である。
しかし， 志願者数が定員 の 8 倍を超えた学部 （ 経済学部 「夜間主 コ ー ス 」 を除 く 。）に おいて は ， 大学入試
セ ン タ ー試験 の成績に 基づき行 うことがある。
イ 2 段階選 抜を実施する場合 は ， 次 の要領 で行 う。
（ア） 第l段階選抜の方法
大学入試セ ン タ ー 試験 の成 績 に 基づき選抜する。
（イ） 第1 段階選抜結果 の通知
平成2年2月10日出正午， 本学学生部前に 「実施する学部名」 を掲示する。
第1 段階選抜の結果に ついて は ， 合 格者 に は 「富 山 大学受験票」及び検査場案 内 等を， また不合 格者 に
はそ の通知書及び検定料の返還申出書を同 日 付けで送付する。
ウ 2 段階選抜を実施しない場合は ， 平成2年2月10日（士）正午， 本学学生部前に 「実施しない」 ことを掲示す
るとと も に ， 同 日 付け で志願者全員 に 「富 山 大学受験票j及び検査場 案内等を送付する。
(2 ) 大学入試セ ン タ ー試験 の 教科 ・ 科目 等 の 利用方法
本学に おける大学入試セ ン タ ー試験 の教科 ・ 科目等 の利用方法は， 次のとお り である。
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＼＼ 入学志願者に； 、＼ 解答させる
• �教科科 目
利用する ＼＼名 等学部 ・ 学科等 ＼ 
利 用 す る
選 抜 の対象
入学志願者 に 解 答
させる 教 科 ・ 科 目名
人 文 学 部
教 育 学 部
経 済 学 部
5教科6科目
国
社 〔倫， 日， 世， 地 理， 現杜から1〕 （注1) 
数〔「数 I 」と「数II， 工， 簿からl」 〕 （注 2) 
理 〔物， 地学， 化， 理 I， 生から1〕 （注3) 
外〔英， 独， 仏から1〕
一 般選抜の全部 I 4教科5科目
数 学 科 ｜ に つい て 利 用 ｜ 国
理｜生 物学 科
地球科学科
工 学 部
一般選抜の全部
に つい て 利 用
数〔「数 I」 と 「数II」〕
理 〔物， 地学， 化， 生からl 〕
外〔英， 独， 仏から1〕
5教科6科目
国
社〔倫， 日， 世， 地 理， 現社からl〕 （注1) 
数〔「数 I 」と 「数II」〕
理〔物， 地学， 化， 生から1〕
外 〔英， 独， 仏から1〕
4教科5科目
国
数〔「数 I」と「数II， 工， 簿からl 」〕 （注2 ) 
理（物， 地学， 化， 理 I， 生から1〕 （注3) 
外〔英， 独， 仏から1〕
学
物 理学 科
化 学 科
部｜ ｜ 定員一部留保第2次
物 理学 科 ｜ 募集に つい て利用
（入学定員47人中の12人）
（注） 1. 「現代社会」を選択解答できる者は， 高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み）者以外の者に限る。
2. 「工業数理」又は「簿記会 計 I.簿記会 計 II」を選択解答できる者は， 高等学校 において「工業数理 」
又は「簿記会 計 I・簿記会 計 II」を履修した者及び文 部大臣の指定を受けた専修学校 高等課程の学科の
修了（見込み）者に限る。
3. 「 理科 I」を選択解答できる者は， 高等学校の普通科・理数科の卒業（見込み）者以外の者に限る。
4. 「 理科」につい て， 複数科目を受験している場合は高得点の 科目 を 利用する。
5. 指定された教科・科目を受験していない場合は， 「失格」とする。
(3) 個別学力検査等
本学が実施する個別学力検査の検査 教科・科目等 は次のとおりとし， 高等学校卒業の学力程度を標準として
出題する。
検 査 教 科 科 目A十斗ゐ 音日 学科 ・ 課程（専攻教科）
教 科等 科 目
文 寸ぶ主aー－ 国 語 国語 I .国語II人文学部 人
科
外国語 英語II・英語IIB ,  ドイツ語， 朝鮮語， 中国語， ロシア語の
三ロ五口 主守主＇： 文 品十比 科 うちから英語は2科目 ， その他はl科目選択
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国 三ロ五ロ 国 語 I . 国語II
小 学 校 教 員 養成 課程
数 学 代数 ・ 幾何， 基礎解析 1 教科選択
養護 学 校 教員 養成 課 程
外 国 語 英語II ・ 英 語II B 
幼 稚 園 教 員 養成 課 程
芸 術 音楽実技
美 術実 技 1 科目 選択
保健体育 体育実 技
（ 国語， 社会， 英 語 ）
国 語 国 語 I .国語II 1 教科選択
外 国 語 英 語II ・ 英 語II B 
教育学部
（ 数学， 理科， 技術 ）
数 学 代数・幾何， 基礎解析 1 教科選択
外 国 語 英 語II .英 語II B 
（音 楽 ） 芸 術 音 楽実 技
程 （ 美 術 ） 芸 術 美術実技
（保 健 体 育 ） 保健体育 体育実 技
中 学 校 教
（ 家
員
庭
養
）
成 課 程 国 圭ロ五口 国語I .国語II
数 戸寸以 ，ー 代数・幾何， 基礎解析 1 教科選択
情 報 教 育 課 程 外 国 語 英語II ・ 英 語II B 
量 コ 経 済 学 科 数 学経
（
済
注
学
1
部
） 間王 ス！ 
経 営 学 科 外 国 語 英 語II .英 語II B 2 科目 1 教科選択
経 営 法 学 科 又はドイツ語l科目 選択
数 寸且ιー 科 （ 注 2 ) 数 寸A主＇： 代数・ 幾何，基礎解析， 微分 ・ 積分，確率・統計 （ 統計 は除〈。）
物 理 寸＂＇ら- 科
数 品十以， 代数 ・ 幾何， 基礎解析
理 科 物理
イじ 二主 子4 科
数 子：主主主． 代数 ・ 幾何， 基礎解析
理 科 化学
理 学 部 理 科 物理， 化学， 生物， 地学の う ちから 1 科目 選択
生 物 会寸主ιー 科
その 他 小 論文 〔自然 科学を学 ぶの に必要な論理的な思考能力並びに
表現力な どを問う。 （ 高度な知識その も のを問うも
の で はない。） 〕
数 寸，，＿，＿，」， 代数 ・ 幾何， 基礎解析
1 教科選択
地 E求 科 p寸zー．・ 科 外 国 語 英 語II .英 語II B 
理 科 物理， 化学 ，生物， 地学の う ちから 1 科目 選択
機 械 工 学 科
数 学 代数・幾何， 基礎解析
生産機械 工 学 科
電子 情 報 工 学 科
理 科 物理
工 学 部 工 業 イじ 寸－ー 科 数
寸.＇－＇ゐー 代数 ・ 幾何， 基礎解析
理 科 化学
金 属 工 寸兵�ー－ 科 数 主2子4 代数 ・ 幾何， 基礎解析
化 寸，，＿，＿，，ー 工 且寸ιー 科 理 科 物理， 化学の う ちから 1 科目 選択
（ 注） 1 . 経済学部「夜間主 コー ス」は， 個別学力検査 は課さない。
2. 理学部数学科 は， 「数学」を 2時限に わたって課す。 第1 限〔代数 ・ 幾何， 基礎解析 〕1 0: 00～ 1 1  : 30。
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第2限 〔代数 ・ 幾何， 基礎解析 ， 微分 ・ 積分， 確率 ・ 統 計 （ 統計 は除 く 。）〕1 3: 00 ～14 : 30 。
(4 ) 大 学 入試 セ ン タ ー 試験 及 び個別学力 検査等の配点
教科等
区 分 回己主i韮ロ口 社会 数 学 理科 外国語 実技 小論文 小計 合計
学部（学科・課程） 検査
部 セ ン タ ー 試験 200 100 200 100 200 800 1 ,200 人 文 寸ρzー. 個別学力検査 200 200 400 
小学 校 教 員 養成 課 程 セ ン タ 一試験 200 100 200 100 200 800 養護学 校教員 養成 課程 個別学力 検査 (200 ) (200 ) (200 )  200 400 1 ,200 幼稚園教員 養成 課 程
教
中 学 校 教員 養成 課 程 セ ン タ 一試験 200 100 200 100 200 800 
（国語， 社会， 専
英 語
攻）／ 個別学力検査
(400 ) (400 ) 400 1 ,200 
育
中 学 校 教 員 養成課程 セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 800 数学， 理科，
専
技術
攻
、／ 個別学力検査 (400 ) (400 ) 400 1 ,200 寸Aとんー
中 学 校 教 員 養成 課 程 セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 800 音楽， 美術’
攻） 個別学力 検査 400 400 
1 ,200 
音日 保健体育専
中学校教員養成課程（家庭専攻） セ ン タ ー 試験 200 100 200 100 200 800 1 ,200 情 報 教 育 課 程 個別学力 検査 (400 ) (400 ) (400 ) 400 
経済学科， 経 営学 科， セ ン タ ー 試験 100 50 100 50 100 400 千又 経 営法学科 個別学力 検査 (300 ) (300) 300 700 
I斉 （畳間主コ ー ス）
A寸Lー 経済学科， 経 営学科，
部 経 営法学科 セ ン タ ー 試験 200 100 200 100 200 800 800 
（夜間主 コ ー ス ）
科 セ ン タ ー 試験 100 1 00 100 200 500 1, 000 数 学 個別学力 検査 500 500 
理 セ ン タ ー試験 200 100 200 100 200 800 1 ,400 物 理 子：み主主． 科 個別学力検査 200 400 600 
科 セ ン タ ー 試験 200 100 200 100 200 800 1, 200 且寸んー イじ 学 個別学力 検査 200 200 400 
科 センタ ー 試験
200 200 100 200 700 1 ,500 生 物 主す主ん 個別学力 検査 400 400 800 部
科 学 科 セ ン タ ー 試験 100 200 100 200 600 1 ,000 地 E求 個別学力 検査 (200 ) 200 (200 ) 400 
学 部 セ ン タ ー 試験
100 100 100 100 400 800 工 個別学力 検査 200 200 400 
（ 注 ） 1 .  （ ） 内 は 選択教科を示す 。
2. 理学部数 学 科 の個別学力 検査「数 学」 の配点は， 「代数 ・ 幾何 ， 基礎解析」200 点と 「代数 ・ 幾何，
基礎解析， 微分・積分， 確率 ・ 統計 （ 統計は除 く 。）」 300 点とで合計 500 点 である。
6. 検 査 場
学力 検査及び健康診断（ 再診 断）は， 各学 部ごとに 次の検査場（ 予定 ） で行う 。 ただし， 志願者数 に よ って は 検査
場の 変 更（ 富山市 内 公立高 等学校等 ） も あり得るが， 検査場案内は， 受験票等送付（2月10日） の際に通知する。
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人 文学部検査場
人文学部及び教養部 （ 富 山市五福） ... .・H・－ ……（ 学力 検査 健康診断）
教育 学部検査場
／ 学力 検査 \ 教 育 学 部 （ 富 山市五福 ） ・…H・H・－－－ （ 実技検査 健康診断）
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経済学部検査場
経済学部及ぴ教養部 （ 富 山市五福） ……………（ 学 力検査 健康診断）
理学部検査場
理 学
工学部検査場
工 学
7. 合格者 発 表
合 格者は， 平成2年3月20日決）午後1時本 学 （ 富 山市五福）に 掲示 し， かつ， 本 人 に 通知す る 。
部 （ 富 山市五福 ） .. ..・H・－－…ー（ 学力検査 健康診断）
部 （ 富 山市五福） ……… ……（ 学力 検査 健康診断）
8. 推薦入学， 帰国子女・社会人特別選抜について
本 学 では次の と お り 推薦入学， 帰国子女・社会 人 特別選抜を行7が， 細目に ついては別に 募集 要項がある の で，
250円切手 （速達 の場合 460円 ） をはった返信用封筒〔角形 3 号 （ 21. 6cm× 27. 7cm） 〕を同封 の うえ， 「募集要項
請求」（ 推薦入学， 帰国子 女特別選抜， 社会 人特別選抜 の別を明記す る こ と。） と朱書して請求す ること。
(1) 推薦入学実施学部等
経済学部 （「昼間主コース」， 「夜間主コース」）， 工学部
( 2) 帰国子女特別選抜実施学部等
人 文学部， 経済学部「昼間主コースJ， 理学部
(3) 社 会 人特別選抜実 施学部等
人 文 学 部， 経済学 部「夜間主コー ス」， 理学部 （生物学科 ）
(4） 出 願 期 間
平成元年1 1 月 1 1 日 仕）～ 1 1 月 17 日 幽午後 5 時必着
9 . 理学部定員一部留保第2次募集について
大学入試セ ン タ 一 試験に おいて， 本 学が指定した全教科 ・ 科目を受験した者で， かつ， 3 月 23 日 の時点でいず
れの 国 公立大学 に も合 格していない者 （いずれの 国 公立大学に も出願 し ていない者を含む。） 又は国公立大学 に 合
格 し たが， 3 月 27 日 までに 当該大学に 入学手 続を行わない者 に 対し 本 学理学部物理学科では 3月 23 日 幽から定
員一部留保第2次募集を行 う 。 こ の細目に ついては， 別に募集 要項があ る ので， 250円切手 （速達 の 場合 460円）
をはった返信用封 筒 〔角形 3 号 （ 21. 6cm× 27 . 7cm） 〕を 同封 の う え， 「理学部第 2 次募集要項請求」と朱書して請
求す ること。
出 願 期 間 平成 2 年 3 月 23 日 掛～ 3 月 27 日 （刈午後 5 時必着
10. 情報の提供（テレホンサービス）
本 学では， 個別学力検査等 の 出 願状況及び欠員 補 充 の方法等 に ついて， 次 の と お り テ レホ ン サー ビスを行 う。
( 1） 工 学 部 の 改 組 計画 平 成 2 年 1 月 10 日 制一 平成 2 年 1 月 22 日 （月）
(2） 出 願 状 況 平成 2 年 1 月 23 日 （刈～ 平成 2 年 2 月 1 日 （ボ）
( 3) 2 段 階選抜実 施の有無 平成 2 年 2 月 10 日 仕） 午後O時30分～ 平成 2 年 2 月 13 日 （刈
(4） 欠 員 補 充 方 法 平成 2 年 3 月 21 日 休）～ 平成 2 年 3 月 27 日 （刈
( 5） 欠 員 補 充 状 況 平成 2 年 3 月 28 日 休）～ 平成 2 年 3 月 31 日 （土）
電話番 号 0764 (33) 2999 （通話料は有料 ）
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昇 任 元. 10 . 1 6  メlj 賀 春 樹 経理部主 計課総務係長 経理部経理課課長 補 佐
元. 11. 1 武 田 知己郎 教育学部 会計係会計主任 高岡短期大学事業課研究協力係長
II 押 田 雅 次 助教授 （ 教育学部 ） 教 授 （ 教育 学 部 ）
II 浅 井 尚 子 助 手 （ 名古屋大 学 法 学 部） 講 師 （ 経済 学 部）
転 任 II 北 Jll 功 高 岡短期大学会計課司 計係長 人文学部 ・ 理 学 部用度係長
II 井 上 正 美 助教授 （富山医科薬科大学薬学部） 助 教授（ 工学部）
配置換 II 中 JI I 巌 経理部主 計課監査係長 経理部主計謀総務係長
II 加 賀見 実 経理部経理課出納係長 経理部主計課 監査係長
II 松 田 幹 夫 人文学部 ・ 理学部用度係長 経理部経理課 出納係長
II *-fl石 達 也 文部事務官 （ 経理部経理課） 文部事務官 （ 教育 学部 ）
退 職 II 榊 原 佐 一 臨時用務員（ 教育 学 部） 平成元年 10月 31 日 限り退職した
苦手 1数 元 . 10 . 3 1  森 崎 静 子 II II 辞職を承認す る
第1回国立大学共同研究センター長会議の開催
第 1 回 国 立 大 学 共同研究セン タ ー長会議が， 10月 26
日 （本） ・ 27 日 闘の 両 日 ， 本 学 地域共同研究センタ ーが当
番校と なり， 本学工学 部及び富山厚生年金休暇セ ン タ
ーを会場に 開催された。
同 会議に は， 全 国 1 5大 学 の 共 同研究セン タ ー の セン
ター長， 助教授 及び担当 事務職 員が参加し， 文部省か
ら学 術国際局研究協 力室長六車正章氏が 出席された。
本学宮下和雄地域共同研究セン タ ー長が議長と な り，
センタ ーの発展に向けて各大学 から提出のあった次の
事項が協議された。
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1. 共 同 研究セ ン タ一事業の 進展に 伴 う専 任事務官
の配置 に ついて
2. 共 同 研究経費 の弾力 的使用について
3. 共 同 研究受入れ上 の問題 点とその 改 善に ついて
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4. 客員 教授の 運用について
5. 共 同研究セン タ ーと大学院との連携について
6. 共 同 研究促進の 方策について
学術講演会の開催（理学部）
カナタ国立研究所化学部 の K.W.マイケル， ス一博
士が本学理学部分析化学研究室を訪問されたの を機会
に， 去る1 0 月24 日 （火）， 同博士による
「 ク ロマトグラフィーによる海洋試料中の 微量金
属の状態別分析」
と題する講演 会が理学部 2 号館第 6 講義室に おいて開
催された。
講演 は海水， 海洋堆積物， 魚介類などの海洋試料中
に含まれる微量有害金属の 定量に関す るもので， 約 60
名の教官 ・ 学生の方々が出席された。
講演の 中で， いろいろな金属成分を ク ロマ ト グラフ
イーで分離した後， イ オンスプレー ・ 質量分析法を用
いて分析するという新しい高感度分析法が紹介きれた。
同博士 は， この方 法を用いて， いろいろな海洋試料中
の 超微量の ク ロムや有機スズ化合物を状態別に定量し
ているが， 綿密で、精力的な研究に出席者 一 同 大きな感
銘を受けた。
有機スズ化合物による魚介類 の 汚染問題が， 最近，
新聞紙上でも大き く 取り上げられており， 非常に有意
議な講演会 であった。
国際交流事業基金招へい事業（B)
による招へい研究者の来学
富 山 大学国際交流事業基金に基づいて招へいした，
中国 の 著名な歴史学者， 林剣鳴 ・ 西北大学教 授 の 座談
会と学術講演会が1 0 月30 日 （月）と3 1 日 （幻の両 日 開催され
た。
座談会 のテーマは「近年米中国 出土文物と秦漢史の
研究」， この分野 に関心をもっ学内 外の関係者 1 5名ほ
どが 出 席し， 先生 の報告と， それに対する熱心な質疑
応答がなされた。
講演会は3 1 日 ， 教養部l番 教室で， 「中国古代史上
の 諸問題 秦始皇帝の評価問題を中心に一一」 の 演
題で開カ通れた。 先生の 明快な論証によって明らかにさ
れた秦始皇帝をめぐる斬新な解釈 は， 大教室を埋めた
聴衆に多大な感銘を与えたことと思われます。
な お ， 林教授 は， 1935年生まれ。 57年， 西安の西北
大学歴史系を卒業， その まま大学に残り， 助手， 講師，
助教授を経て， 86年に教授。 現在， 中国秦漢史学会の
講演する林教授 と通訳の教養部気賀津教授
会長， 中国政法大学教授， 陳西 省文化部 門 の 責任者な
どを兼務。 専攻 は中国古代史 （ 秦漢史）で， 『泰史稿』
『秦漢社会文明』など著書， 論文多数。 89年9 月から，
早稲田大学に招へいされ， 日 本に滞在中。
丹、u
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祥 男 （ 施 設課）
邦久（ 学生課 ）
憲治 （ 経理部）
学内レクリヱーション〈釣大会〉
田中
保正
森田
者位
位
賞一二入
三位
本学レクリ エ ーション委 員会娯楽部会釣班主催によ
る平成元年度学内釣大会が， 去る10月7日仕）午後2時
から富 山新港東防波堤に おいて実施された。
大会 は， 1 5名の参加者によリ競われ， 釣り上げた魚、
（ シロギス） 2匹の合計長により入賞が決定された。
成績 は次のと おりでした。
「ーーー
（優勝）
工 学部
〈野球大 会〉
4 
また， 同委員会体育部会野球班主催による平成元年
度部局対抗野球大会が本学グランドで実施された。
. 10 月の昼休みを利用して熱戦が繰り広げられ， 成績
9 
は次のと おりでした。
工学部チーム
本 部チーム
5 2 
勝｛憂
教
育
工
トリチウム人
文
・理
教
養
経済・図書
本
音日
月券次
工学部チーム
教養部チーム
〈バドミントン大会〉
勝
勝
｛憂
次
また， 同委員会体育部会バドミン ト ン班主催による
平成元年度学内ノtドミントン大会が， 去る10 月14日仕）
本学体育館で実施された。
成績 は次のとおりでした。
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〈寄 稿〉
フランシスコ ・ モンロスとの出逢い
昨年 10 月から今年 4 月末迄， 文部省の在外研究員と
して米国ニュー へヴン市にあるイエール大学ピーボデ
ィ博物館で7ヶ月間研究する機会を得た。 恐竜化石の
コレ ク ションと展示で世界的に著名な博物館である。
古脊椎動物学の大家故G·G·シンプソン博士も一時期
とこにおられ， 私が昔翻訳したことのある『進化の意
味』もその頃イエー ル大学から出版きれている。
滞在中は， 公私ともに一切の世話をして く れた同博
物館のD · フ アー ス 博士と各地の 大学や博物館を訪ね
て多 く の研究者に逢 うとともに， 1 2 月にはケ ン タ ッキ
ー州 ルイヴ イ ルで行われた全米昆虫学会年 次 大 会にも
出席した。 5月にオタワの種生物学研究所に移 り 1ヶ
月滞在， そ の 後 2 ヶ月かけてヨーロッパ6ヶ国に約 15
人 の研究者を訪ね， 意見交換をすることができた。
筆者が7ヶ月間滞在したイエール大学ピーボディ
博物館（手前）と生物学科の諸施設のあるクライ
ン生物学タワー（向う側）
フ アー ス 博士と私は， ハムシ科とい う甲虫類を研究
材料に系 統進化 の問題を研究している。 ハムシ科は，
これまでに世界各地から35,000種以上が知られる大き
な群で， その形態上の多様きには目 を睦るものがある。
生活様式も変化に富み， 比較を主 要な 研究方法とする
系 統進化学の研究材料として好適で ある。 私た ちは，
ハムシ科中もつとも多様で、種類数も多いヒゲ、ナカ
シ亜科と ト ピハムシ亜科といつ2 つ の 大きな群を選び、，
両者 の 系 統関係を比較形態学の立場カ溢ら検討した。
私は， フ アー ス 博士と の 共 同研究 の傍ら， この科の
原始的とされているい く つかの亜科 の 系 統関係 を後遡
教養部教授 鈴 木 邦 雄
題脈相や雌雄の内部生殖器官 系 の比較形態に基づいて
考察した。 特に， 従来 その 系 統関係について不明の 点
の多かった中南米のみから知られている 2 亜科 （ 私は
ム カシホソハムシ亜科及びヒゲナヵーサ ルハムシ亜科の
和名を与えたいと考えている ） についてぜひこの機会
に調べたいと考えていた。 それらは， 日 本 の研究機関
にはほとん ど標本が所蔵きれていない。 ヒゲナガサ ル
ハムシ亜科は， 前世紀中葉にフラ ン ス のJ T ・ ラコル
テールが今 日 知られている種の半数近 く を記載して以
来， 数 人 の研究者によって少数の種が報告されている
だけであり， 私の知る限り現在専 門研究者はほとんど
いないのが実情 である。 北米の研究機関には ピ ーボデ
ィ博物館を含め どこでも多数の標本を調べることがで
きた。 私の予備的な研究の結果では， この群は， 従来
考えられてきたほ どには原始的な群ではなし むしろ
中南米で特異な分化を遂げた群であると思われた。 ム
カシホソノ、ムシ亜科の方は， これまでに僅か20種ほど
が知られているに過ぎず ， 採集された個体数も多 く な
い。 幸い， ワシ ン ト ン の 国立自然史博物館 （スミソニ
ア ン ） ， ボス ト ン のハーウーァード大学比較動物学博物館
(MCZ ） ， ニューヨー ク の 米 国自然史博物館， コロシ
パス の オハイ オ 州立大学な どで タ イプ標本を含む多数
の所蔵標本を調べ， 借用することができた。 その後，
オ タ ワの種生物学研 究所やロ ン ド ン の 大 英 自然史博物
館， パリ の自然史博物館でも同様の機会に恵まれた。
大 英 自然史博物館で 1 種， パリ自然史博物館で 4種の
新種と思われる標本を見いだし得たのは予定外 の収穫
であった。 ムカシホソハムシ亜科に関 する研究は， 今
世紀初めに 英 国 のM · ジャコピーが今 日 知られる大半
の種を命名記載後， ア ルセツチンのF ・ モ ン ロ ス が19
56年に総説的論文を発表， 197 6年にソヴィエ ト のL ·
N · メドヴェ ジ ェフが新たに数種を命名記載している
のみで＼詳しいことは判っていない。 このムカシホソ
ハムシ亜科に属する標本については， だい ぶ以前に当
時香川 大学におられた中保道夫博士からいただいたモ
ン ロス の採集 ・ 同定したl個体を調べたことがあるの
みだった。 中保博士は， 生前のモ ン ロ ス と親交 のあっ
た唯一の 日 本 人研究 者ではないかと思う。 ス ミソニア
Fhu 
平成元年1 1 月 発行 品同ーチ
ンは ， モンロ ス が晩年精力的 に 研究 し た場所であ リ ，
私 は 彼の記載した中南米の 多 く のハ ム シ類の タ イプ標
本を目 のあたりに し ， 数 日 間彼の論文を読みな がらそ
れらを直接調べるこ と が できた。 MC Z に も 彼の研究
した標本の一部が収蔵さ れていたが， 中 で も 南米 コロ
ン ビ アから記載さ れた大形の美しい種 は， 論文の記載
文やペンの挿 図から想像していた も のと はずい ぶん異
なる も ので， しばら く は 息の止 まる思い であった 。 そ
ピーボテeィ 博物館
の種 は， MC Z に は タ イプ標本 が 1 個体収蔵さ れてい
るだけで， 写真に撮って満 足する他は な かった。 しか
し， 幸運に も パ リ の自 然 史 博 物館 で， MC Z の標 本と
まった く 同 じ 時 に 同 じ 場所 で採集された標本を 3 個体
見いだし， 同博物館の N ・ ベ ルティ博士の好意で借用
し， 解剖する許可 も いた だいた。 さらに 7 月末にイ タ
リ ーの ヴ、 エ ロナ市自然 史博物館を訪 ねた際， そこのM
－ ダッ コルディ博士が同 じ シ リ ーズの標 本を 2 個体個
人 で所有しておられ， 1 個体を特に 譲って下さった。
私 は， 因縁の浅からぬこの虫との出会いをモンロスの
引 き合わせ では ないかとの感慨を懐いた。 私のこれま
で の研究結果 では， こ のムカ シホソハムシ亜科は ， 確
かに 多 く の点でハムシ科の他の群と比較して原始的と
思わ れる特徴を持っているが， いず れの群と も 直接的
な系 統関係を示す証拠 は見 当らない。
フ ランシス コ ・ モンロス は ， 1958年 に 36オ で死んだ
アルセ‘ンチンの甲虫学者 である。 彼 は ， 膨 大 な論文を
残しており， 現在存命 であったとして も まだ67オであ
る。 中 南 米 はハムシ類が著し い 分化を遂 げた 地域で，
現在で も 膨大 な 未記載種が存在している。 彼の記載し
た種 は 相 当 な数にのぼり， ス ミ ソニ アン に は， 彼が記
載した種の完模式標 本 （ 命名の基礎と なる標本）だけで，
大形の標本 箱 に 何箱 も 収蔵さ れていた。 彼の記載した
種 は ， 現在で も 大部分が認められている。 それ だけで
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も 彼が L 、か に 卓 抜した分類学者であるかが判る。 しか
し， 私がモンロス の仕事に打たれるのは ， こ の よ うに
記載段階の研究すら充分 になさ れていない群 で は， 多
く の分類学者は命名 ・ 記載の仕事 に忙殺 き れてしまい
が ち であるの に， 彼 は そのほとん どの論文中 で， 彼が
研究した群の系 統関係 に つ いての議論を展開している
こと にある。 分類学 は ， 系 統進化 関係を反映した自然
分類体系を樹立する こ とを 目 的としているが， 彼 は そ
の全研究生活を通してそれを 目 指 し 実践したのである。
ハ ム シ科の系 統の研究者 は 少 な く ないが， 私 はモン ロ
ス は も っと も 重 要 な 貢献をした研究者の一 人 であると
確信する。 MCZ やス ミ ソ ニ アンで， 彼が同定ラベ ル
を付した 多数の標本を前にした時， 私 は彼としばしば
直接対話している よ う な 気 分 に陥 っ た。 意見 は異な る
けれ ど も ， 彼の意見 は刺激的で示唆に富んでいる。
フ ラ ン シ ス コ ・ モ ン ロ ス の研究 し た 標本が 多数収
蔵さ れているボス ト ン のハー ヴ ァ ー ド大学比較動
物学博物館 （MCZ）の入 り 口
モンロスの死は 謎めいている。 私が学生時代 に 中候
博士 よ り 伺った話 で は ， ある朝銃を手 に 頭を 打 ち 貫い
てキ凡 に突伏していたらしいとい う 。 ス ミ ソニ アンで，
生前のモンロスを知る R ・ ホ ワイ ト 博士や G ・ B ・ フ
ォ ー ク ト 博士か ら も 話を聞いたが， 彼の死の真相 は よ
く 分らないとのこと だった。 6 月， 生前モンロスと も
親交があったノマ リ の P · ジ ョ リ ベ博士宅をお邪魔した
際， モンロス は彼の妻と彼女 に 横恋慕していた警察所
長に毒殺さ れた可能性が高いという話を伺った。 モン
ロス は 死後 出 版きれた追悼記事中 の写真で見ると貴公
子然とした 美 男 子 である。 彼の妻 も 絶世の美女だった
とのことだが， 甲 虫の研究 に熱 中 する夫 に我慢 ならな
かった よ うだという。
今， 私の手許に はモンロ ス の遣した手書きのラベ ル
の付された 多 く の標本 がある。 彼の論文を読み， また
標 本を調べ な がら， 逢う こ とのできなかった一 人の優
れた分類学者の息づかいの よ うな も のを感 じ ている。
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原 稔 ア メ リ カ合衆 国
南極大陸
庄子 ニ ュ ー ジランド
ア メ リ カ合衆 国
五嶋 孝仁 ア メ リ カ合衆 国
気 賀 沢保規 中華 人民共和 国
第312号
目 自ワ 期 間
中 園地方劇形成過程の戯曲文 元 . 1 0 .  1 6  
献調査 元 . 1 1 .  14 
バレーボー ル ・ ルー ルの変遷 7じ 10 1 
と その背景に 関す る研究 2 7 . 31 
諸 外 国の教育， 文化 及び社会 7G 1 0 .  20 
等 の諸事情 の視察調査 元 . 1 1 .  13  
ア ルミ ニ ウ ム 合金の加工性の JG 1 0 .  4 
向上に 関する研究打合せ 及び
資料収集 7じ 1 0 .  1 1  
中 華 民国冷凍空調学会 に 出 席 丸二 1 0 .  28 
及 び講演 元 . 10. 30 
7じ 10 10  
ノ〈イ オ センサーの研究
2 . 1 0 .  1 1  
南極大陸ノ〈ード基地に おける 元 . 1 0 .  1 7  
浅層コ ア掘 削 及び現場解析の
ため 7G 1 2 .  6 
ア メ リ カ機械学会 ト ラ イボロ 7じ 10 16  
ジ 会議に 出席及び研究打合せ，
資料収集 JG 10 . 26 
国際唐史学術会議 出 席及び発 JG 1 0 .  9 
表並びに 史料収集 及び遺跡調
査 元 . 1 0 .  22 
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＠岨泥沼岨泥... 耐＂＂＇＂命包－＂＂＂＂＇＂貯＂＂＇＇酎包＂＂＂＂日町＂＂＇＂悶，.，，..国
職 員 消 息
〈新任者住所》
人文 学部 ・ 理学部
講 師 岩 井 瑞 枝
（文化構造論）
文 部 技 官 岩 坪 美 兼
（ 生 物 学科）
用 度 係 長 北 川 功 教育学部
講 師 荻 原 i羊
（ 英 語 学 ）
教育学部
議 師 吉 田 雅 巳 経済学部
信号構）
助 教 授 相 j幸 吉 晴
（企業関係 法）
子広向井羊ス師
法
部事鮮
講
…恨
経
工 学 部
文 部 技 官 松 田 健 一
（ 金属加工学 ）
工 学 部
助 教 授 井 上 正 美
（無機工業化学）
教 養 部
助 教 授 筒 井 洋 一
（ 政 治 学 ）
子幸井桜官
恥
更局内
営
怖 に
立 口
間
務
文
江
住事
〈住所表示変更〉
工 学 部
文部事務官 尾 崎 美 幸
（ 経 理 係 ）
人文学部 ・ 理 学部
文部事務官 永 井 昭 光
（ 用 度 係 ）
〈改 姓〉
事 務 局
文 部 技 官 桜 井 幸 子 （ 旧 姓 森 ）
。。唱’ム
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l竺
1 0 月 1 日
2 ～ 6 日
3 ～ 4 日
3 ～ 5 日
4 ～ 6 日
1 2 ～ 1 3 日
1 6 ～ 20 日
1 7 ～ 1 8 日
1 9 ～ 20 日
23 ～ 1 1 月 1 日
28 ～ 29 日
部
国家公務員 （ III 種 ） 採用試験
平成元年度物品 定期検査
第 5 1 回 国立 大学学生部次長協議会 （ 於 ： 神
戸 大学 ）
平成元年度体育 系サー ク ル リ ー ダー研修会
5 日
（ 於 ： 山 野 ス ポー ツ セ ン タ ー ）
国 立学校等幹部職員研修 （ 於 ： 国 立教育会
館 ）
科学技術庁 立入調査
平成元年度学 内 釣大会
平成元年度 奨学事務研究会
第49回 東海 ・ 北陸地区国立学校等施設部課
長 会議 （ 於 ： 静岡大学）
第 1 0回 国 立大学学生部長協議会 （ 於 ： 熊 本
大学）
平成元年度学 内バ ド ミ ン ト ン 大会
平成元年度 富 山 大学事務電算化要員 養成研
修 会
平成元年度 国 立学校事務長研修 （ 於 ： 国 立
教育会館 ）
第 7 回 入学試験管理委員 会 ・ 第 7 回 入学者
選抜方法研究委 員 会 の 合 同 委 員 会
東海 ・ 北陸地区管理事務協議会及 び第48 回
東海 ・ 北陸地 区 国立学校等庶務部課長会議
（ 於 ： 岐阜大学 ）
平成元年度 国 立学校広報 ・ 文書研究協議会
（ 於 ： 福井大学 ）
第 9 回 評議会
第 8 回部局長 懇談会
平 成 元年度北陸地区国 立学校事務電算
化担当職員 研修会 （ 於 ： 金 沢大学辰 口 共 同
石汗修j セ ン タ ー ）
黒 田 講堂 管理運営検討委員 会
第四 回北 陸三 県大学学生交歓芸術祭 （ 軽音
楽 ・ 邦楽部 門 ）
30 ～ 
1 1 月 2 日
30～ 31 日
3 1 ～  
1 1 月 1 日
30 日
平成元年度 国立学校等課長 （ 事務長 ） 補 佐
研修 （ 於 ： 国 立教育会館 ）
北陸財務局 共済組合年次監査
第 2 回 学務関係係長会議
第 4 回 学寮補導委 員 会
第47 回 東 海 ・ 北陸地区国 立大学長会議
（ 於 ： 豊橋技術科学大学 ）
第 2 5 凪 国 立4 1大学庶務部長会議 （ 於 ： 琉球
大学 ）
人 部文 品比一チ
7 日
1 2 日
14 日
1 7 日
20 日
27 日
1 0 月 2 日
1 9 ～ 20 日
4 日
事務連絡会
物品の定期検査
学部教務委員 会
教授会
人事教授会
人文科学研究科委員 会
専 門 教育課程移行者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
人文学科教官会議
後学期授業開始
係長会議
学部教務 委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
第 12 回 15大学人文系事務長 会議 （ 於 ： 弘 前
大学 ）
第31 回 1 5大学人文系学部長会議 （ 於 ： 弘前
1 1 日
1 2 日
13 日
16 日
18 日
23 日
大学 ）
学部補導委員会
人事教授 会
教授会
人文科学研究科委員 会
語学文学科教官会議
各 コー ス対抗ソフ ト ボ ル大会
25 日
QJ 
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10月 3 日 附属学校運営委員会
学部入学者選抜方法検討委員 会
平成元年度物品定期検査
6 ～ 7 日 日 本教育大学協会北陸地区会理科研究協議
会 （ 於 ： 金 沢大学 ）
1 1 日 大学院設置 準備委員 会
学部補導委員 会
学部教務 ・ 補導合同 委員 会
学部教務委員 会
人事教授会
1 1 ～ 1 3 日 全 国 国立 大学附属学校連盟北信越地区協議
会 （ 於 ： 長 野市 ）
1 2 日 教授会
13～ 14 日 日 本教育大学協会北陸地区会 国語科 ・ 書道
科合同研究協議会 （ 於 ： 福井大学 ）
日 本教育大学協会北陸地 区 会数学部 門 研究
協議会 （ 於 ： 信州大学）
日 本教育大学協会北陸地区会外国語部門研
究協議会 （ 於 ： 福井大学 ）
20 日 学部補導委員 会
循環器検診
24 ～ 25 日 日 本教育大学協会北陸地区会社会科部門研
究協議会 （ 於 ： 金沢大学）
26～ 27 日 平成元年度秋季全国 国立大学教育学部長会
議 （ 於 ： 神 戸 大学 ）
日 本教育大学協会北陸地区会音楽部門研究
協議会 （ 於 ： 金沢大学 ）
27 日 教育実習委員 会
31 ～ 
1 1 月 1 日 日 本教育大学協会北陸地区会学長 ・ 副 学長
・ 学部長 ・ 学部教員 合同会議（ 於 ： 富 山 大学 ）
10月 2 日 平成元年度物品 の 定期検査
3 日 学部将来構想検討委員会懇談会
卒業証書授与式
係長会議
4 日 人 事教授会
6 日 転学部出願者の選考委員 会
報 第312号
1 1 日 コ ン ピ ュ ー タ 管理運営委 員 会
人事教授会
学部教務委員 会
教授会
13 日 専 門 教育課程移行者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
16 日 後学期授業開始
17 日 係長会議
18 日 学部入学方法検討委員 会
学部将来構想検討委員 会
19 日 各種委 員選考委員 会
23 日 学部補導 委 員 会
循環器検診
25 日 学部教務委員 会
人事教授会
教授会
27～ 28 日 国 立 1 1 大学経済 ・ 経営学部教官懇談会
（ 於 ： 滋 賀 大学 ）
理 品比一子
10 月 2 日 事務連絡会
4 日 物 品 の 定期検査
9 日 学部教務 委 員 会
1 1 日 教授 会
人事教授会
1 3 日 専 門 教育課程移行者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
入試改善委 員 会
16 日 後学期授業開始
係長会議
20 日 学部補導委員 会 （ 持 ち 回 り ）
24 日 学術講演会
26 日 国立 22大学理学部長 会議 （ 於 ： ：東 京工業大
学 ）
27 日 第 7 回 国 立大学理学部長会議 （ 於 ： 東京工
業大学 ）
30 日 学部補導委 員 会 （ 持 ち 回 り ）
工
学
則一
10月 2 日 物品 定期検査
4 日 学部 入学試験検討委員 会
5 ～ 6 日 第 1 3 回 国 立大学47工学系学部長会議
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（ 於 ： 信州 大学繊維学部 ）
9 B 学部教務委員 会
博士課程設置準備委員 会
1 1 日 教授会， 工学研究科委員 会， 専任教授会
1 3 日 専 門教育課程移行者 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
16 日 後学期授業開始
1 7 日 学部補導委員 会
20 日 係長連絡会
23 日 学部図 書委員 会
25 日 博士課程設置 準備委 員 会
教官要覧編集委員 会
30～ 31 日 第22回 北陸信越地 区 国 立 大学工学部長 会議
（ 於 ： 金沢大学工学 部 ）
教 養 引－
10 月 4 日 内地 ・ 在 外研究員 に 関 す る 委員 会
将来計画委員 会
5 日 物品定期検査
1 1  B 教授会
1 6 日 教務委 員 会
後学期授業開始
24～ 25 日 1 2大学教養部長 ・ 事務長連絡会議 （ 於 ： 佐
賀 大学 ）
26 日 健康診断 （ 心電図， 血 圧 ）
27 日 健康診断 （ 内 科， 尿， 血圧）
10月 3 日 係長事務打合せ会
6 日 物品定期検査
1 2 日 平成元年度第 2 回 図 書館業務電算化委員 会
1 6 日 平成元年度第 4 回 附属 図 書館商議会
18 日 平成元年度第 5 回 附属 図 書館商議会
19 日 富 山 県 図書館協会理事会 （ 於 ： 富 山 県 立 図
書館 ）
26 ～ 27 日 平成元年度北信越地区国立大学図書館研修
会 （ 於 ： 福井大学 附 属 図 書館 ）
報 第312号
ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー
10月 5 日 科学技術庁立 入検査
6 日 物品定期検査
平成元年 度 第 2 回 ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ ー
研究審査専 門委員 会 （ 持 ち 回 り ）
12 日 平成元年度第 5 回 ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ ー
運営委員 会 （ 持 ち 回 り ）
地域共同研究 セ ン タ ー ｜
10 月 1 1 日 長崎大学関係者視察
1 3 日 岩手 県 関係者視察
25 日 岩手大学関係者視察
26～ 27 日 第 1 回 国 立大学共同 研究セ ン タ ー 長 会議
（ 於 ： 富 山 大学 ）
30 日 文部省文教施設部関係者視察
10 月 2 日 第 1 3 回 全 国 大学保健 管理協 会北陸地区保健
婦 ・ 看護婦班研究集 会 （ 於 ： 富 山 女子短期
大学 ）
1 1 ～ 12 日 全国 大学保健管理研 究集会 （ 於 ： 北海道大
学 ）
1 3 日 平成元年度国立大学保健管理施設協議会
（於 ： 洞爺湖温 泉 ）
19 日 循環器検診 （ 工学部， 地域共同研究セ ン タ
ー の職 員 ， 35オ以上男 ・ 女 ）
20 日 循環器検診 （教育学部の職員 ， 35才以上男
－ 女 ）
23 日 循環器検診 （ 本部， 経済学部， 附属 図 書館，
ト リ チ ウ ム 科学セ ン タ ー， 保健管理セ ン タ
ーの職員 ， 35オ 以上男 ・ 女 ）
26 日 循環器検診 （ 人文学部， 理学部， 教養部の
職 員 ， 35オ以上男 ・ 女 ）
27 日 内科診察， 尿検査， 血圧 測定 （ 事務局， 学
生部， 教養部， 附属 図書館， ト リ チ ウ ム 科
学セ ン タ ー， 保健管理セ ン タ ー の職員， 男
・ 女 ）
－B目晶qL 
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運動 I 
の用 心 7 つ の ポ イ ン ト 』 I 
寝 た ば こ や た ば ニ の投げ捨て を し な い
。
子供
は，
マ ッ チ や ラ イ タ ー で遊ばせ な い。
風の強 い と き は ，
た き 火 を し な い 。
天ぷ ら を 揚 げ る と き は ，
そ の場 を は な れ な い。
家 の ま わ り に 燃 え や す い も の を 置 か な い。
ふ ろ の空 だ き を し な い
。
ス ト ー ブ に は ， 燃 え や す い も の を 近づ け な い。
編 集
印刷所
富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市 住吉町 1 丁 目 5- 18
電 話 （ 24) 1 7 5 5 附
